♪曲紹介♪

①ジャン＝バティスト・レイエ（1680年～1730年）
フルートと通奏低音のためのソナタ　第10番　ロ短調

ラルゴ / アレグロ / ラルゴ / アレグロ
ジャン＝バティスト・レイエはバッハやヘンデルとほぼ同時期にベルギーで生まれ、25歳でロンドンに定住し、トラヴェルソ奏者として活躍しました。一族に音楽家が多く、リコーダー奏者である同名の従兄と区別するために、「ロンドンのレイエ」と呼ばれます。レイエは作曲家としても活躍し、ソロソナタ、デュエット、トラヴェルソやヴァイオリンなどを用いるトリオソナタ、五重奏など優れた作品を残しました。これらの曲は、流麗な旋律と優雅な美しさで知られています。

今回は、フルートと通奏低音のためのソナタ第10番ロ短調をフラウト・トラヴェルソ、ヴィオラ・ダ・ガンバ、チェンバロで演奏します。
伊原（tFl）、櫻本（Vdg）、橘（Cem）


②ヨハン・パッヘルベル（1653年～1706年）

3つのヴァイオリンと通奏低音のためのカノンとジーグ　ニ長調より　カノン
ドイツの作曲家ヨハン・パッヘルベルがバロック時代中頃に作曲したカノン形式の曲で、「パッヘルベルのカノン」の名で一般に広く親しまれています。とても有名な曲ですが、実は彼が書いた唯一のカノンです。原曲はカノンとジーグで1組になっており、ヴァイオリン3本と通奏低音で演奏されます。
この曲の和声進行は非常に快く耳に響くため、バロック時代から現代に至るまで多くの作曲家が同様の和声進行を愛用しています。作曲の初心者が作った曲では、不思議とこれに似た進行が頻繁に現れる傾向があるとも言われています。本日はカノンのみを、バロック・ヴァイオリン、ヴィオラ、チェロで演奏します。
針谷、山本、大橋（Vn）、重藤（Va）、吉田（Vc）

③ゲオルク・フリードリヒ・ヘンデル（1685年～1759年）　北御門文雄　編曲　
「水上の音楽」より

アレグロ / エアー / ブーレ / ホーンパイプ / アンダンティーノ

ヘンデルは、ドイツに生まれイタリアで修行し、後にイギリスに帰化した、バロック時代を代表する作曲家です。彼が手がけた作品は4000曲を超えており、現在でも正確には把握されていないほどだと言われています。

「水上の音楽」は、イギリス国王ジョージ1世の、テムズ川での舟遊びに際して作曲された管弦楽組曲です。ロンドンのテムズ川、と言えばシャーロック・ホームズを連想される方もいらっしゃるかもしれませんが、18世紀には国王の舟遊びの場所だったのです。
本日はこの組曲から一部を抜粋し、リコーダーアンサンブルで演奏致します。夏のテムズ川、舟遊びに興じる貴族たちの様子を思い浮かべながらお楽しみください。

古市（S、A）、望月（A）、井上（T）、水野（B）

④ルイ・アントワーヌ・ドルネル（1680年～1765年）
組曲　ニ長調より
オーヴァチュア / サラバンド / ガヴォット / シャコンヌ / リゴードン
フランスの作曲家であるドルネルは、パリの複数の教会のオルガン奏者を務め、またチェンバロ奏者としても活躍しました。しかし、その生涯についてはあまり詳しく知られていません。本日は多くある組曲のなかから、ニ長調の組曲をお送りします。途中でテーマが大きく変わる序曲、荘重な雰囲気のサラバンド、快活な舞曲であるガヴォット、曲調が徐々に変化するシャコンヌ、陽気なリゴードンとそれぞれに味のある特徴的な組曲です。当時の人々が踊って楽しんでいる様子を目に浮かべながらお聴きください。
磯貝（tFl）、山本（Vn）、櫻本（Vdg）、杉山（Cem）

⑤ゲオルク・フリードリヒ・ヘンデル（1685年～1759年）
ヴァイオリンソナタ　作品1の3　イ長調
アンダンテ / アレグロ / アダージョ / アレグロ

1685年、ドイツ。後の音楽史に名を残す２人の音楽家が誕生しました。ヘンデルとバッハです。バッハが「音楽の父」と言われるのに対し、ヘンデルは「音楽の母」と呼ばれることがあります。2人は同時代に音楽活動をしていましたが、生涯直接会うことはなかったそうです。
さて、ヘンデルはオペラやオラトリオ、管弦楽曲を多数残していますが、その他に多くのソナタも書いています。ソナタ「作品1」と呼ばれるものは、独奏楽器（トラヴェルソ、リコーダー、オーボエ、ヴァイオリン）と通奏低音のためのソロソナタ集です。本日はその中から、広く知られているヴァイオリンソナタを演奏します。
針谷（Vn）、藤田（Vdg）、春日井（Cem）
⑥ジャック・マルタン・オトテール（1674年～1763年）
トリオソナタ　作品3の1　ト短調
プレリュード / フーガ / グラーヴェ / ジーグ

17世紀後半、ルイ14世治世下でフランスは絶頂期を迎えます。ヴェルサイユ宮殿では毎晩のように宴が催され、きらびやかな宮廷文化が花開きました。豪勢な料理、流行の最先端を行くファッションなど、現代まで続くフランス文化の礎が築かれたのもこの時代です。

そんな頃、オトテールは宮廷お抱えの楽器製作一家のもとに生まれ、多方面に才能を発揮しました。楽器製作、作曲の他、トラヴェルソの演奏にも長け、宮廷楽団の終身音楽家という当時としては最高の名誉を手にしたと言われています。

　　本日は、オトテールが1712年にパリで出版した曲集から、ト短調のソナタを演奏します。この曲は、ゆっくりとした第1楽章、快活な第2楽章、荘重な第3楽章、躍動感のある舞曲の第4楽章から成り、随所に掛け合いの面白さが見られます。

井上、水野（tFl）、望月（Cem）
⑦ヘンリー・パーセル（1659年～1695年）
セミオペラ「アーサー王」より　シャコンヌ
セミオペラ「妖精の女王」より　シャコンヌ
17世紀後期イギリスで活躍したパーセルは、晩年に劇音楽を精力的に創作しました。「アーサー王」「妖精の女王」もその１つで、舞踊に声楽や器楽演奏を伴い、多数のシーンから物語が構成されています。今回はその中から2つのシャコンヌを演奏します。シャコンヌは特定の低音または和声進行を繰り返す様式で、17、8世紀に流行しました。一貫した安定感を持ちつつも、変奏により曲の表情が少しずつ変わっていくところが魅力的です。
山本（Vn）、針谷（Vn）、重藤（Va）、
吉田（Vc）、藤田（Cb・A）、杉山（Cem）
＜楽器省略記号＞


S：ソプラノリコーダー      　　Cem：チェンバロ


A：アルトリコーダー            Vn：ヴァイオリン


T：テナーリコーダー         　　Va：ヴィオラ


B：バスリコーダー               Vc：チェロ


tFl：フラウト・トラヴェルソ      Cb：コントラバス


Vdg：ヴィオラ・ダ・ガンバ　　








